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スネーク曲線

すねーくきょくせん

　警戒避難基準雨量
に達しているかどうか
を判定するために、降
り始めからの降雨の
状況を警戒避難基準
雨量の判定図に記入
すると、蛇行した曲線
となる。これがまるで
蛇（スネーク）のような
ので、スネーク曲線と
呼ぶ。

　地震後の二次災害を防止するため、地震後の土砂災害に対する警戒避難基準雨量を
設定した。その結果、地震前の警戒避難基準雨量の各基準が下げられた。

　気象庁が使う「総雨量」も、降り始めからの雨量の総和である。ただし、ひとつの低気圧
や台風等による雨量の合計値である。
土壌雨量指数（関連用語）

　設定された警戒基準（WL)や避難基準（EL)に雨量が達した場合、防災担当者はおのお
の警戒行動や避難行動を取ることが重要である。
　また、雨が弱くなり基準線を下回ったからといって、土砂災害が発生する危険性が完全
になくなったというわけではないことに注意する必要がある。
なお、今後とも土壌雨量指数とスネーク曲線の精度を高める必要がある。

　過去の土砂災害発
生状況をもとに土砂
災害に対する警戒避
難行動の基準となる
雨量を設定したもの。
市町村が避難の呼び
かけ等の防災判断の
際に、この情報を利
用する。警戒避難基
準雨量は、長期的影
響を考慮した降雨指
標と、短時間の雨量
の強さを考慮した指
標などを組み合わせ
て設定する。

　警戒避難基準雨量
には、市町村の防災
担当者が警戒行動を
おこす際の目安とす
る警戒基準[ＷＬ：Ｗａ
ｒｎｉｎｇ Ｌｉｎｅ]、市町村
が避難の呼びかけ等
を行う際の目安とな
る避難基準[ＥＬ：Ｅｖａ
ｃｕａｔｉｏｎ Ｌｉｎｅ]、過去
に重大な土砂災害が
発生したときと同じ程
度に達していることを
示す危険基準[ＣＬ：Ｃ
ｌｉｔｉｃａｌ Ｌｉｎｅ]がある。

　降り始めからの雨
量の総和。間に２4時
間以上の無降雨状態
が続いた場合、別の
降雨として計算され
る。

　これまでに降った雨
のうち、蒸発や地下
水として失われた量
を除いた地盤中に
残っている雨量。
　この雨量が多くなる
と、斜面の不安定性
が高まる。
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